
   

 
市制施行70周年記念 

令和６年度相模原市収蔵美術品展 

特集 「小原義也と CAT」 ／ 新収蔵 成田禎介作品 

開催 

 
相模原市民ギャラリーでは、 令和６年度相模原市収蔵美術品展を開催します。 今回は、 特集として本市収蔵美術品の中

から、 昨年逝去された小原義也
お は ら よ し や

氏の作品と、小原氏が中心となって立ち上げ、 本市を拠点に現代美術の振興に努

めたグループ 「CAT（Contemporary Art Trial）」 のメンバーによる作品を、 小原氏のがアトリエに残された作品ととも

に展示します。 

また、 新収蔵美術品として、画家 ・ 成田
な り た

禎
てい

介
すけ

氏から本年度に本市へ寄贈された氏の作品５点を公開します。 

 

１ 日時 202５年３月１日 （土）〜３月２３日 （日） 10：00〜18：00（最終入場は17：50まで） ※水曜日休館 

 

２ 会場 相模原市民ギャラリー展示室（相模原市中央区相模原1-1-3セレオ相模原4階） 

 

３ 展示作品 ３５点 
 

小原義也 《WORK.’9 6 -N o .5 》 

 
 

成田禎介 《燈台の島》 

 

 小原義也 《Work -2 0 16 -N o .5 ( L) 》 
 
 
 
 
 
 
 
 

成田禎介 《アルプの高原》              
 

 
４ 関連事業 当館職員によるギャラリートーク 

（１）成田禎介氏作品について 日時：３月９ 日 （日） 14：00～1４：３0 

（２）小原義也氏並びに CAT 作品について 日時：３月１５ 日 （土） 14：00～1４：３0 

※いずれも申込不要。 直接会場へお越しください。 

 
5 内覧会 

  関係者・報道機関向けの先行公開を行います。 

   日時：2月28日（金） 17：00～18：00 
 

６ 観覧料 無料 

  

令 和 ７ 年 １ 月 ３ ０ 日  

相 模 原 市 発 表 資 料   

問合せ先 

相模原市民ギャラリー 

直通電話 042-776-1262 



 
 

小原義也 氏 略歴 

 

19 3 5  年、高知県生まれ。19 5 5 年に上京後、全国規

模の展覧会に出品し気鋭の画家として注目を浴びる。

同時期に相模原市に転居し、本市を拠点として制作活

動を続けた。 

本市においては、本市在住の芸術家により 構成される

相模原芸術家協会の運営委員長として参画したほか、

現 代 美 術 の 振 興 を 目 的 と し た グ ル ー プ 「 CA T 」

（Con te m p o ra ry  A rt Tria l）を立ち上げ、グリ ーンホ

ール相模大野（当時）をメ イン会場として展覧会をはじ

めとした様々な事業を行った。 

また、 郷里の高知においても 小・中学生向けの絵画

指導や公開制作などを行い、 生地に 「奥物部美術館」

が設立され、作品の常設展示が行われるととも に、同

美術館や香美市立美術館での展覧会のコーディネート

なども行った。 

作品については、一貫して抽象画を手がけ、その時々の

感情や思いを作品に託している。 

2 0 2 4 年7 月逝去。 

 

主な作品収蔵先 

相模原市、高知県立美術館、香美市立美術館 （高知県） 

成田禎介 氏 略歴 

 

19 3 8  年、東京都生まれ。本市在住。現在、7 8  年の

歴史を持つ団体である示現会の理事長並びに相模原芸

術家協会の会長を務める。 

高校卒業後、中央画壇で活躍する画家に師事した後、

示現会での受賞や全国規模の公募展である日展への

入選を果たし、現在でもそれらの展覧会を中心としなが

ら作品を発表している。 

作品については、日本各地やヨーロッパの風景を参

照しながら、森や山などの大自然、港や古城などの街並

みをモチーフに、鋭敏な色彩感覚が発揮された緻密な

風景画を手がけている。 

また、本市においては、市民大学「あじさい大学」の講

師を長年にわたり 務めたほか、現在も市民向けの絵画

指導に携わり 、多くの人々に絵を描く楽しさを教えてい

る。 

 

主な作品収蔵先 

相模原市 

別 紙 






